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(57)【要約】
【課題】表示部毎に設定輝度が変化しても、各表示部間
の同一設定輝度に対する輝度差を低減することができる
表示装置を実現する。
【解決手段】本発明の液晶表示装置１は、複数の表示画
面６１・６２を備え、各表示画面６１・６２はバックラ
イト７１・７２を備え、表示する画像に応じて各バック
ライトの輝度を変化させる液晶表示装置１であって、各
バックライト７１・７２の設定輝度を決定する表示デー
タ生成回路１０と、検出輝度を検出する輝度検出センサ
８１・８２と、各バックライトの所定の設定輝度に対す
る検出輝度を記憶しておき、所定の設定輝度に対する検
出輝度同士を比較して、各バックライト間の同一設定輝
度に対する検出輝度の差を小さくするような輝度補正値
を算出する輝度比較部１５と、輝度補正値に基づき各バ
ックライト７１・７２の輝度を補正する輝度補正部とを
備えるので、各表示画面間の同一設定輝度に対する輝度
差を低減することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の表示部を備え、各表示部は当該表示部の画素の輝度を調整するための補助光源を
備え、各表示部に表示する画像に応じて各補助光源の輝度を変化させる表示装置において
、
　各画像に応じて設定される各補助光源の輝度である設定輝度を決定する輝度設定部と、
　上記表示部毎に設けられ、各設定輝度に基づいて発光する各補助光源の輝度である検出
輝度を検出する輝度検出部と、
　各補助光源の所定の設定輝度に対する検出輝度を記憶しておき、所定のタイミングで各
補助光源の所定の設定輝度に対する検出輝度同士を比較して、各補助光源間の同一の設定
輝度に対する検出輝度の差を小さくするような輝度補正値を算出する輝度比較部と、
　上記輝度補正値に基づき各補助光源の輝度を補正する輝度補正部とを備えることを特徴
とする表示装置。
【請求項２】
　複数の表示部を備え、各表示部は補助光源を備え、各表示部に表示する画像に応じて各
補助光源の輝度を変化させる表示装置において、
　各画像に応じて設定される各補助光源の輝度である設定輝度を決定する輝度設定部と、
　上記表示部毎に設けられ、各設定輝度に基づいて発光する各補助光源の輝度である検出
輝度を検出する輝度検出部と、
　各補助光源について上記検出輝度から所定の設定輝度に対する検出輝度を算出し、各補
助光源の所定の設定輝度に対する検出輝度同士を比較し、各補助光源間の同一の設定輝度
に対する検出輝度の差を小さくするような輝度補正値を算出する輝度比較部と、
　上記輝度補正値に基づき各補助光源の輝度を補正する輝度補正部とを備えることを特徴
とする表示装置。
【請求項３】
　上記輝度比較部は、複数の設定輝度に対する検出輝度を示す輝度データに基づき、各補
助光源について上記検出輝度から所定の設定輝度に対する検出輝度を算出することを特徴
とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　各表示部は複数の補助光源を備え、各補助光源は並列に接続されており、各補助光源に
対応して複数の輝度検出部を備え、上記輝度比較部は各補助光源の上記輝度補正値を各補
助光源に対応する輝度検出部で検出される検出輝度に基づき算出することを特徴とする請
求項１から３のいずれか一項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の液晶パネルを用いた表示装置に関し、表示輝度を制御することができ
る表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、複数の表示画面を有する携帯機器が増えている。例えば、メインディスプレイと
は別にダイアル部分を液晶とタッチパネルとで表示させた携帯電話、または２画面の携帯
ゲーム機などが知られている。
【０００３】
　このような機器の液晶表示装置は非発光型の表示装置であり、液晶パネルの後方から光
を照射するために白色ＬＥＤなどを用いたバックライト装置が必要である。また、このよ
うな携帯機器では、電池またはバッテリの駆動時間を延ばすため、システム上大きな消費
電力の割合を占めるバックライトの低消費電力化を図るため、表示するデータに応じてバ
ックライトの輝度を制御する方法が用いられているものがある。
【０００４】
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　図８は、表示データに応じて白色ＬＥＤのバックライトの輝度を制御する方法の一例を
示す図である。本図は、液晶表示装置におけるある画素をある輝度で表示するときの、バ
ックライトの輝度と当該画素の液晶の透過率との関係を示している。図の下から順に、バ
ックライト（白色ＬＥＤ）、バックライトの輝度、画素の各色（ＲＧＢ）の液晶透過率、
画素の各色（ＲＧＢ）の輝度を示している。
【０００５】
　図中左の液晶表示装置は、バックライトの輝度は一定のまま液晶の透過率のみを変化さ
せることで、画素の各色の輝度を調整する従来の液晶表示装置である。画素の各色の輝度
は、バックライトの輝度と液晶の各色（ＲＧＢ）の透過率との積となる。今、バックライ
トの輝度を仮に１０としたときに、各色の液晶の透過率をＲ：２０％、Ｇ：５０％、Ｂ：
４０％とする。すると表示される画素の輝度は（Ｒ、Ｇ、Ｂ）＝（２、５、４）となる。
【０００６】
　図中右の液晶表示装置は、液晶の透過率とバックライトの輝度との双方を変化させるこ
とで、画素の各色の輝度を調整する従来の液晶表示装置である。ここで、バックライトの
輝度を５とし、液晶の各色の透過率をＲ：４０％、Ｇ：１００％、Ｂ：８０％とする。す
ると表示される画素の輝度は（Ｒ、Ｇ、Ｂ）＝（２、５、４）となる。それゆえ、バック
ライトの輝度を抑えつつ、画素の輝度を先の場合と同じ輝度にすることができる。すなわ
ち、図中右の液晶表示装置は、図中左の液晶表示装置と比べてバックライトの輝度を小さ
く抑えたまま表示上の輝度を等しくすることができる。これにより、比較的消費電力が大
きいバックライトの輝度を低減することができるため、液晶表示機器の消費電力を低減す
ることができる。複数の画素を有する表示画面全体でこれを実現するためには、最大輝度
の画素（ＲＧＢであれば、表示するＲＧＢ各色の輝度毎に比較して、いずれかの単色の輝
度が最大である画素）に応じてバックライトの輝度を設定し、バックライトの輝度の設定
に応じて各画素の各色の液晶の透過率を調整すればよい。
【０００７】
　上記の方法を用いて、複数の表示画面を有する液晶表示装置でも同様に、表示する画像
の画像データに応じて各表示画面のバックライトの輝度を制御する。そのため、例えばバ
ックライトの輝度調整が白色ＬＥＤの点灯時間で調整されるような場合、各表示画面のバ
ックライトの点灯時間が異なる。そのため、各表示画面の画素が同一の輝度を表示するよ
うに設定されている場合でも、バックライトの経時劣化の影響により各表示画面の輝度差
は大きくなることがある。また、バックライトの輝度調整が白色ＬＥＤに流れる電流量で
調整されるような場合、各表示画面のバックライトの電流量が異なる。そのため、同様に
経時劣化の影響により各表示画面の輝度差は大きくなることがある。輝度が異なる画像を
それぞれの表示画面で表示させる場合、バックライトの経時劣化による各表示画面間の同
一設定輝度に対する輝度差の影響は、見た目には感じられにくい。しかしながら、同一の
画像、つながりのある一つの画像を分割した複数の画像、または輝度が類似した複数の画
像をそれぞれ複数の表示画面で表示させるような場合、バックライトの経時劣化による各
表示画面間の同一設定輝度に対する輝度差の影響が、大きく見た目の表示品位を低下させ
る。
【０００８】
　図９は、複数の表示部を有する表示装置の構成を示すブロック図である（特許文献１）
。各表示部に設置された輝度検出センサにより各表示部の輝度を測定し、各表示部の実際
の輝度を設定された共通の目標輝度に一致するように制御するものである。これにより、
複数の表示部のバックライトが経時劣化した場合でも、各表示部の輝度を設定された共通
の目標輝度にすることができる。
【特許文献１】特開２００７－１８３３９７号公報（２００７年７月１９日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記従来の構成では以下の問題を生じる。
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【００１０】
　複数の表示部に異なる画像を表示し、表示する画像に応じてダイナミックにバックライ
トの輝度を調整する表示装置においては、各表示部によっても時間によってもバックライ
トの設定輝度が異なる。それゆえ、特許文献１のように輝度検出センサによって各表示部
の実際の輝度を検出しても、表示部毎に設定輝度が異なるため共通の目標輝度を設定でき
ず、各表示部間の輝度差の調整が困難であるという問題がある。
【００１１】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、表示部毎に設定輝
度が変化しても、各表示部間の同一設定輝度に対する輝度差を低減することができる表示
装置を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る表示装置は、上記課題を解決するために、複数の表示部を備え、各表示部
は当該表示部の画素の輝度を調整するための補助光源を備え、各表示部に表示する画像に
応じて各補助光源の輝度を変化させる表示装置であって、各画像に応じて設定される各補
助光源の輝度である設定輝度を決定する輝度設定部と、上記表示部毎に設けられ、各設定
輝度に基づいて発光する各補助光源の輝度である検出輝度を検出する輝度検出部と、各補
助光源の所定の設定輝度に対する検出輝度を記憶しておき、所定のタイミングで各補助光
源の所定の設定輝度に対する検出輝度同士を比較して、各補助光源間の同一の設定輝度に
対する検出輝度の差を小さくするような輝度補正値を算出する輝度比較部と、上記輝度補
正値に基づき各補助光源の輝度を補正する輝度補正部とを備えることを特徴としている。
【００１３】
　上記の構成によれば、輝度比較部が各補助光源の所定の設定輝度に対する検出輝度を記
憶し、各補助光源の所定の設定輝度に対する検出輝度同士を比較し、各補助光源間の同一
の設定輝度に対する検出輝度の差を小さくするような輝度補正値を算出し、輝度補正値に
基づき各補助光源の輝度を補正することができる。
【００１４】
　よって、表示装置の表示部毎に設定輝度が変化しても、各表示部間の同一設定輝度に対
する輝度差を低減することができる。
【００１５】
　本発明に係る表示装置は、上記課題を解決するために、複数の表示部を備え、各表示部
は補助光源を備え、各表示部に表示する画像に応じて各補助光源の輝度を変化させる表示
装置であって、各画像に応じて設定される各補助光源の輝度である設定輝度を決定する輝
度設定部と、上記表示部毎に設けられ、各設定輝度に基づいて発光する各補助光源の輝度
である検出輝度を検出する輝度検出部と、各補助光源について上記検出輝度から所定の設
定輝度に対する検出輝度を算出し、各補助光源の所定の設定輝度に対する検出輝度同士を
比較し、各補助光源間の同一の設定輝度に対する検出輝度の差を小さくするような輝度補
正値を算出する輝度比較部と、上記輝度補正値に基づき各補助光源の輝度を補正する輝度
補正部とを備えることを特徴としている。
【００１６】
　上記の構成によれば、各補助光源についての各設定輝度に対する検出輝度から所定の設
定輝度に対する検出輝度を算出し、各補助光源の所定の設定輝度に対する検出輝度同士を
比較し、各補助光源間の同一の設定輝度に対する検出輝度の差を小さくするような輝度補
正値を算出し、輝度補正値に基づき各補助光源の輝度を補正することができる。
【００１７】
　よって、表示装置の表示部毎に設定輝度が変化しても、各表示部間の同一設定輝度に対
する輝度差を低減することができる。
【００１８】
　本発明に係る表示装置は、上記輝度比較部が、複数の設定輝度に対する検出輝度を示す
輝度データに基づき、各補助光源について上記検出輝度から所定の設定輝度に対する検出
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輝度を算出してもよい。
【００１９】
　本発明に係る表示装置は、各表示部が複数の補助光源を備え、各補助光源が並列に接続
されており、各補助光源に対応して複数の輝度検出部を備え、上記輝度比較部は各補助光
源の上記輝度補正値を各補助光源に対応する輝度検出部で検出される検出輝度に基づき算
出してもよい。
【００２０】
　上記の構成によれば、各補助光源に対応する検出輝度に基づき、表示部の複数の補助光
源に対応するエリア毎に各補助光源の輝度を補正することができる。
【００２１】
　よって、複数の補助光源の輝度性能の劣化が異なる場合にも、各補助光源に対応するエ
リア毎に同一の設定輝度に対する検出輝度の差を低減することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明に係る表示装置は、複数の表示部を備え、各表示部は補助光源を備え、各表示部
に表示する画像に応じて各補助光源の輝度を変化させる表示装置であって、各画像に応じ
て設定される各補助光源の輝度である設定輝度を決定する輝度設定部と、上記表示部毎に
設けられ、各設定輝度に基づいて発光する各補助光源の輝度である検出輝度を検出する輝
度検出部と、各補助光源について所定の設定輝度に対する検出輝度を得て、各補助光源の
所定の設定輝度に対する検出輝度同士を比較し、各補助光源間の同一の設定輝度に対する
検出輝度の差を小さくするような輝度補正値を算出する輝度比較部と、上記輝度補正値に
基づき各補助光源の輝度を補正する輝度補正部とを備えている。
【００２３】
　よって、表示装置の表示部毎に設定輝度が変化しても、各表示部間の同一設定輝度に対
する輝度差を低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　［実施の形態１］
　図１は、本発明の実施の一形態による液晶表示装置の構成を示すブロック図である。本
実施の形態では、液晶表示装置（表示装置）１は２つの表示画面（表示部）６１・６２を
備える。液晶表示装置１は、表示画面６１・６２に画像を表示するために、さらに表示デ
ータ生成回路（輝度設定部）１０、設定輝度検出回路２０と輝度比較回路３０と記憶装置
４１・４２とから構成される輝度比較部１５、およびバックライト調整回路（輝度補正部
）５１・５２を備える。表示画面６１・６２は、それぞれ輝度検出センサ（輝度検出部）
８１・８２、白色ＬＥＤからなるバックライト（補助光源）７１・７２およびＬＥＤドラ
イバ（補助光源駆動部）９１・９２を備える。
【００２５】
　表示データ生成回路１０は、表示画面６１・６２で表示する各画像の画像データを基に
、表示画面６１・６２にそれぞれの表示制御データを送ると共に、各画像に応じて設定さ
れる各バックライトの輝度である設定輝度を決定し、バックライト調整回路５１・５２に
各バックライト７１・７２の設定輝度データを送る。また、表示データ生成回路１０は、
設定輝度検出回路２０にもそれぞれの設定輝度データを送る。表示画面６１・６２は、そ
れぞれ受け取った表示制御データに基づき各画素の液晶の透過率を制御する。バックライ
ト調整回路５１・５２は、それぞれ受け取った設定輝度データに応じてＰＷＭ（Pulse Wi
dth Modulation）波形信号を生成し、ＰＷＭ波形信号をＬＥＤドライバ９１・９２にそれ
ぞれ送る。ＬＥＤドライバ９１・９２は、各ＰＷＭ波形信号を各バックライト７１・７２
を構成するＬＥＤに流れる電流に変換し、各バックライト７１・７２の輝度を調整する。
これにより、各表示画面６１・６２における液晶の透過率と各バックライト７１・７２の
輝度とを制御し、各表示画面の画素の輝度を調整する。
【００２６】
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　それゆえ、各バックライト７１・７２の輝度性能の劣化がない場合、本来表示すべき輝
度で各表示画面６１・６２に各画像が表示される。ただし、各バックライト７１・７２の
輝度性能の劣化がある場合、本来表示すべき輝度で各表示画面６１・６２に各画像が表示
されないので、各バックライトの同一設定輝度に対する輝度差を低減するために以下の調
整が必要になる。
【００２７】
　設定輝度検出回路２０は、表示データ生成回路１０から受け取った設定輝度データを基
に、例えばバックライト７１が所定の輝度に設定される設定輝度データを受け取った場合
に、バックライト７１に対応する記憶装置４１にラッチ信号を送る。ここで、表示画面６
１に画像の表示が行われているとき、表示画面６１に設置された輝度検出センサ８１はバ
ックライト７１の輝度を検出する。記憶装置４１は、設定輝度検出回路２０からラッチ信
号を受け取ると、表示画面６１に所定の設定輝度に対応する画像が表示されているときの
バックライト７１の実際の輝度である検出輝度を輝度検出センサ８１から取得し、記憶す
る。表示画面６２とそれに対応する記憶装置４２、バックライト７２、および輝度検出セ
ンサ８２とについても同様に動作する。
【００２８】
　表示画面６１および表示画面６２について、同じ設定輝度に対する各バックライト７１
・７２の検出輝度が各記憶装置４１・４２に記憶される。輝度比較回路３０は、所定のタ
イミングで各記憶装置４１・４２から検出輝度を取得し、各バックライトの所定の設定輝
度に対する検出輝度同士を比較する。これにより、バックライト７１とバックライト７２
との間の同一の設定輝度に対する検出輝度の差を算出することができる。ここでは、この
輝度差を素子間実輝度差と称する。
【００２９】
　この素子間実輝度差をゼロにするように、または低減するように、輝度比較回路３０は
各バックライト７１・７２に対する輝度補正値を算出し、バックライト調整回路５１・５
２に対してそれぞれの輝度補正値に対応した調整信号を送る。バックライト調整回路５１
・５２は、受け取った調整信号に基づき、バックライトの輝度を明るく調整する場合には
、白色ＬＥＤに流れる電流が増えるようにＰＷＭ波形信号を調整する。また、バックライ
トの輝度を暗く調整する場合には、バックライト調整回路５１・５２は、白色ＬＥＤに流
れる電流が減るようにＰＷＭ波形信号を調整する。これにより、各バックライト７１・７
２の輝度の補正を行い、素子間実輝度差をゼロにする、または低減することができる。
【００３０】
　図２は、ＰＷＭ波形信号のデューティ比と白色ＬＥＤに流れる電流との関係を示す図で
ある。ＰＷＭ波形信号のデューティ比と白色ＬＥＤに流れる電流とはリニアな関係にある
。そのため、ＰＷＭ波形信号のデューティ比を調整することで、白色ＬＥＤに流れる電流
を調整し、バックライトの輝度を調整することができる。
【００３１】
　図３は、表示画面６１と表示画面６２とにおけるそれぞれのバックライトの設定輝度、
および検出輝度の時間変化の例を示す図である。実線が設定輝度、一点鎖線が検出輝度で
ある。表示画面６１および表示画面６２は、それぞれ同時刻に表示する画像が異なるので
、それぞれが表示する画像に応じて各バックライトの設定輝度は決定される。そのため、
同時刻で見たときの表示画面６１・６２の各バックライトの設定輝度が異なり、同時刻に
輝度検出センサで検出された表示画面６１・６２の各バックライトの検出輝度を用いて、
両表示画面６１・６２の素子間実輝度差をゼロにするよう調整することは困難である。
【００３２】
　これに対し、本実施の形態では、表示画面６１のバックライトの設定輝度がＡである期
間に設定輝度検出回路から記憶装置へラッチ信号が送られ、その時、表示画面６１の輝度
検出センサから取得した設定輝度Ａに対応する検出輝度Ａ１が記憶装置に記憶される。ま
た同様に、表示画面６２のバックライトの設定輝度がＡである別の期間に設定輝度検出回
路から記憶装置へラッチ信号が送られ、その時、表示画面６２の輝度検出センサから取得
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した設定輝度Ａに対応する検出輝度Ａ２が記憶装置に記憶される。そして、所定のタイミ
ングで輝度比較回路が各表示画面６１・６２のバックライトの検出輝度であるＡ１とＡ２
とを比較し、輝度補正値を算出する。この輝度補正値に基づき、バックライト調整回路は
ＰＷＭ波形信号のパルス幅（デューティ比）を調整し、各ＬＥＤドライバに送る。ＬＥＤ
ドライバは受け取ったＰＷＭ波形信号に基づき各バックライトに流れる電流を調整し、表
示画面６１・６２の各バックライトの輝度（検出輝度）が同一の設定輝度に対して同じに
なるよう調整する。
【００３３】
　バックライトに流れる電流とバックライトの実際の輝度（検出輝度）との関係は予めわ
かっており、ＬＥＤのバックライトの場合、定格電流以下では電流と輝度はほぼ比例する
。ただし、バックライトが劣化すると電流と輝度の比例関係は変わらずに、その傾きが変
わる。図４は、バックライトのＬＥＤを流れる電流とバックライトの輝度との関係を示す
図である。バックライトが劣化していない場合、設定輝度がＡであるときの電流値をａと
する。しかしながら、バックライト７１・７２が劣化している場合、電流値ａを流したと
きの検出輝度はそれぞれＡ１、Ａ２となる。そのため、例えば同じ設定輝度Ａに対する検
出輝度であるＡ１がＡ２より高かった場合、検出輝度が低い方（すなわち、より劣化して
いる方）のバックライトの輝度に合わせるために表示画面６１のバックライト７１に流れ
る電流をａ１に下げるよう調整し、設定輝度がＡのときにバックライト７１の検出輝度が
低い方のＡ２になるようにする。
【００３４】
　そして、他の設定輝度についても同様に、上で得られたバックライトの劣化の度合いに
基づき、輝度補正値を算出することができ、輝度補正値に基づきバックライトに流す電流
を調整し、各バックライトの検出輝度が同一の設定輝度に対して同じになるよう調整する
。それゆえ、全ての範囲の設定輝度において、各バックライトの検出輝度が同一の設定輝
度に対して同じになるよう調整することができる。
【００３５】
　尚、輝度比較回路が各記憶装置から検出輝度を取得し、検出輝度同士を比較する所定の
タイミングは、一定の時間間隔でもよいし、または所定の設定輝度に対応する検出輝度が
新たにいずれかの記憶装置に記憶された時でもよく、任意に設定できる。また、検出輝度
を取得する時の所定の設定輝度は、複数の設定輝度であってもよい。そして、各バックラ
イトについて同一の設定輝度に対する検出輝度が得られた場合に、検出輝度同士の比較を
してもよい。
【００３６】
　尚、本実施の形態では白色ＬＥＤからなるバックライトの例を示したが、複数の単色Ｌ
ＥＤからなるバックライトでもよく、冷陰極管等からなるバックライトでもよい。また、
２つだけではなく３つ以上の複数の表示画面を備える表示装置にも同様に適用可能である
。
【００３７】
　また、１つの表示画面に複数のバックライトが備えられている構成においても適用可能
である。
【００３８】
　図５（ａ）は、各表示画面６１・６２のバックライトとして直列に接続された４つの白
色ＬＥＤ７３・７４を用いた構成を示す図である。この場合は、表示画面６１の各白色Ｌ
ＥＤ７３に流れる電流は常に等しく、白色ＬＥＤ７３毎に電流を調整し、輝度を変えるこ
とはできない。表示画面６２の白色ＬＥＤ７４についても同様である。そのため、各白色
ＬＥＤ７３・７４の輝度を検出するための輝度検出センサ８１・８２は、各表示画面６１
・６２につき１つでよい。
【００３９】
　図５（ｂ）は、各表示画面６１・６２のバックライトとして並列に接続された４つの白
色ＬＥＤ（補助光源）７５・７６を用いた構成を示す図である。携帯機器などではバック



(8) JP 2010-85807 A 2010.4.15

10

20

30

40

50

ライトに加える電圧を低く抑えるために、このように各白色ＬＥＤを並列に接続すること
がある。この場合は、表示画面６１の全体の輝度を一様にするために、各白色ＬＥＤ７５
には同じ設定輝度に対応する同じ電流を流すことになる。ただし、元々の個体差および温
度差等により、各白色ＬＥＤ間において輝度性能の劣化が異なる場合には、各白色ＬＥＤ
に同じ電流を流しても同じ輝度で発光するとは限らない。それゆえ、表示画面毎に複数の
輝度検出センサ８１を、すなわち各白色ＬＥＤ７５に対応するエリア毎に輝度検出センサ
８１を設けてもよい。これにより、１つの表示画面６１の白色ＬＥＤ７５毎に、上述の方
法によって流れる電流を調整し、各白色ＬＥＤ７５についての同一の設定輝度に対する検
出輝度の差を低減することができる。表示画面６２と、それに対応する白色ＬＥＤ７６、
および輝度検出センサ８２についても同様である。それゆえ、複数の白色ＬＥＤ間におい
て輝度性能の劣化が異なる場合にも、各白色ＬＥＤに対応するエリア毎に同一の設定輝度
に対する検出輝度の差を低減することができる。
【００４０】
　［実施の形態２］
　以下に本発明の他の実施の形態について説明する。尚、本実施の形態において実施の形
態１と同等の機能を有する部材については詳細な説明を省略し、同一の符号を付す。
【００４１】
　図６は、本実施の形態による液晶表示装置の構成を示すブロック図である。本実施の形
態では、液晶表示装置（表示装置）２は、実施の形態１の輝度比較部１５の代わりに輝度
比較回路（輝度比較部）３３を備える。
【００４２】
　輝度比較回路３３は、表示データ生成回路１０から各バックライトの設定輝度データを
受け取る。輝度比較回路３３は、任意のタイミングで当該設定輝度に対応する画像が表示
されているときの各バックライト７１・７２の実際の輝度である検出輝度を輝度検出セン
サ８１・８２から取得する。輝度比較回路３３は、例えば設定輝度データを受け取る毎に
検出輝度を取得してもよいし、一定の時間間隔で取得してもよいし、取得するタイミング
に限定はない。
【００４３】
　図７（ａ）は、表示画面６１と表示画面６２とにおけるそれぞれのバックライトの設定
輝度、および検出輝度の時間変化の例を示す図である。実線が設定輝度、一点鎖線が検出
輝度である。図７（ｂ）は、表示画面６１と表示画面６２とにおけるそれぞれのバックラ
イトの設定輝度と検出輝度の関係を示す図である。本図の例では、表示画面６１には設定
輝度が４以下になるような画像のみが表示され、表示画面６２には設定輝度が６以上にな
るような画像のみが表示される。尚、図７（ｂ）では設定輝度の値が実際に設定される範
囲を実線で、実際には設定されない範囲を破線で示している。そのため、表示画面６１お
よび表示画面６２のバックライトの設定輝度が同じになることがないので、実施の形態１
のように各バックライトについて同一の設定輝度に対する検出輝度が得られない。そこで
本実施の形態では、輝度比較回路３３が実使用時における複数のバックライトの設定輝度
の時の、対応する実際のバックライトの輝度を示す輝度データを記憶しており、それらの
値から比較を行うバックライトの設定輝度の時の輝度の算出を行う。
【００４４】
　すなわち、バックライトが劣化した場合にも、バックライトの電流と輝度との比例関係
の傾きが変わることがわかっているので、ある設定輝度での電流と検出輝度との関係が得
られれば、そこから実際には表示が行われない設定輝度での検出輝度を推測し算出するこ
とができる。
【００４５】
　例えば、表示画面６１の場合は、上記輝度データを用いてバックライトの設定輝度が１
から４のときの実際のバックライトの検出輝度からバックライトの設定輝度が５のときの
バックライトの検出輝度を算出し、表示画面６２の場合は、バックライトの設定輝度が６
から９のときの実際のバックライトの検出輝度から、バックライトの設定輝度が５のとき
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のバックライトの検出輝度を算出し、それぞれを比較することで、それぞれの表示画面６
１・６２のバックライト間の同一の設定輝度に対する検出輝度の差を算出することが可能
となる。
【００４６】
　この同一の設定輝度に対する検出輝度の差に基づき、実施の形態１と同様に、輝度比較
回路３３がバックライト調整回路に輝度補正値を算出し、バックライト調整回路５１・５
２に送る。輝度補正値に基づき、実施の形態１と同様に各バックライトの輝度を調整する
ことによって、同一の設定輝度に対する検出輝度の差を低減することができる。
【００４７】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明は液晶表示装置に限らず、バックライト等の補助光源を用いて複数の表示部の画
素の輝度を調整する表示装置に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施の一形態による液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】ＰＷＭ波形信号のデューティ比と白色ＬＥＤに流れる電流との関係を示す図であ
る。
【図３】各表示画面におけるそれぞれのバックライトの設定輝度、および検出輝度の時間
変化の例を示す図である。
【図４】バックライトのＬＥＤを流れる電流とバックライト輝度との関係を示す図である
。
【図５】（ａ）は、各表示画面のバックライトとして直列に接続された４つの白色ＬＥＤ
を用いた構成を示す図であり、（ｂ）は、各表示画面のバックライトとして並列に接続さ
れた４つの白色ＬＥＤを用いた構成を示す図である。
【図６】本発明の他の実施の形態による液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図７】（ａ）は、各表示画面におけるそれぞれのバックライトの設定輝度、および検出
輝度の時間変化の例を示す図であり、（ｂ）は、表示画面６１と表示画面６２とにおける
それぞれのバックライトの設定輝度と検出輝度の関係を示す図である。
【図８】表示データに応じて白色ＬＥＤのバックライトの輝度を制御する方法の一例を示
す図である。
【図９】従来の、複数の表示部を有する表示装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１、２　　液晶表示装置（表示装置）
　１０　　表示データ生成回路（輝度設定部）
　１５　　輝度比較部
　２０　　設定輝度検出回路
　３０　　輝度比較回路
　３３　　輝度比較回路（輝度比較部）
　４１、４２　　記憶装置
　５１、５２　　バックライト調整回路（輝度補正部）
　６１、６２　　表示画面（表示部）
　７１、７２　　バックライト（補助光源）
　７３、７４　　白色ＬＥＤ
　７５、７６　　白色ＬＥＤ（補助光源）
　８１、８２　　輝度検出センサ（輝度検出部）
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　９１、９２　　ＬＥＤドライバ

【図１】 【図２】

【図３】
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摘要(译)

甲甚至改变设定亮度对于每个显示单元之后，为了实现能够减少用于在
显示单元之间的相同的一组亮度的亮度差的显示装置。 本发明的液晶显
示装置1包括多个显示屏幕61，62，每个显示画面61，62设置有背光源
71，72，将要显示在根据一个图像的各背光源的亮度的液晶显示装置1
中，以改变，显示数据产生电路10，其确定每个背光71，72的设定亮
度，用于检测所述检测亮度的亮度传感器81和82，预定设定各背光源的
亮度它存储所检测到的亮度，通过彼此的检测到的亮度为一组给定的亮
度，亮度比较部15比较用于计算亮度修正值，从而减少用于每个背光源
之间的同一组亮度检测亮度之间的差如果是这样，并且亮度校正单元，
用于校正基于所述亮度修正值每个背光71，72的亮度，因此能够降低用
于在显示屏幕之间的相同的一组亮度的亮度差。 点域1
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